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原子力イノベーションの追求 
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 2018 年 7 月に改訂されたエネルギー基本計画では、原子力が直面する多様な技術課題の解決に向けて積極

的に取り組む必要があり、「安全性・信頼性・効率性の一層の向上に加えて、再生可能エネルギーとの共存、

水素製造や熱利用といった多様な社会的要請の高まりも見据えた原子力関連技術のイノベーションを促進す

るという観点が重要である」とされている。 
これを踏まえ、経済産業省及び文部科学省は、2019 年 4 月の総合資源エネルギー調査会電気事業分科会原

子力小委員会において、「原子力イノベーションの追求について」の政策構想を打ち出し、日本原子力研究開

発機構とともに原子力イノベーションを加速するための環境整備（エコシステム）の取組みを開始したとこ

ろである。本講演では、関係機関における取組みを共有・議論することにより、原子力イノベーションの促

進に向けたエコシステムのあり方などを広く議論し、今後の学会の役割への示唆を得ることを目的とする。 
具体的には、経済産業省は、2019 年度に「社会的要請に応える革新的な原子力技術開発支援事業」、「原子

力の安全性向上に資する技術開発補助事業」を開始し、民間主体の革新炉の開発、安全対策高度化に繋がる

研究開発の促進、特に事業成立性に関する調査（フィージビリティ調査）に取り組んでいるところであり、

参考となる海外諸国での取組み事例とともに紹介する。 
文部科学省は、2019 年 8 月の科学技術・学術審議会研究計画・評価分科会原子力科学技術委員会原子力研

究開発・基盤・人材作業部会において「原子力イノベーションの実現に向けた研究開発・研究基盤・人材育

成施策の見直しについて」として、多様な社会的要請に応えつつ、原子力イノベーションを支える基礎基盤

研究を戦略的に推進するため、現行の原子力研究開発事業及び人材育成事業の見直しを図ることを打ち出し

ており、この検討・準備状況について紹介する。 
また、日本原子力研究開発機構は、上記の作業部会において、「原子力イノベーションに向けた原子力機構

の取組について」として、2017 年 3 月に策定した「イノベーション創出戦略」を強化し、外部との協働・共

創によるイノベーションデザイン、自らの知見・技術基盤の活用と他分野の最先端成果の取り込み、オープ

ンイノベーションの場などを新たに加えるべき方向性として打ち出しており、その具体的内容等について紹

介する。 
上記の３つの講演をもとに、民間企業からの参加を得てパネル討論を行い、原子力イノベーションの推進

に向けた関係機関の今後の展望を議論する。 
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